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漢語西寧方言の2音 節語における声調中和現象

川澄 哲也

0序

本稿では、川澄(2006)に 続 いて漢語西寧方言*1(以下 「西寧方言」)の声調 を扱 う*2。

川澄(2006)で は、自身 が実地調査で収集 したデータ*3に基づ き、西寧方言の声調体系

と2音 節語 にお ける連読変調 について記述 した。以下、その論 旨を述べ る。

西寧方言 は、単音節 レベル では44(高 平)調と24(低 昇)調の2声 調のみが対立する。

しか し2音 節語における変調パ ター ンを観察す る と、44調 をもつ要素群 と24調 を

もつ要素群 それぞれ の中には、2種 類 の、振舞いの異 なるグループが含まれている

ことが わかった。川澄(2006)で は、その変調パ ター ンの違 いに基づ き、44調 と24

調それぞれ をaとbの2グ ループに分 けた。そ して西寧方言 は44a調 、44b調 、24a

調、24b調 の4声 調体系であると考 えた*4。

次頁の表1は 、各 々の声調 を組み合わせて2音 節語 を形成 した際に、出力 として

どのよ うな音形が現れ得 るかを一覧に したものである。

*1西 寧 方言 は
、 中国青海 省西 寧 市 に居 住す る漢 族 と回族 が用 い る漢語 の一 変種 で 、北方 方言(西

北官話)に 属 してい る。
*2西 寧 方言 の声 調 に関す る記 述 と しては他 に張(1980)

、張 ・朱(1987)、 張(1997)、 都(2001)等 が あ

るが 、いず れ も筆 者 の調 査結 果 と異 な る部 分が 多い(詳細 は川澄2006、pp.92-97参 照)。なお 川澄

(2006)以 降に 、弓長(1997)付 属 の音 声テ ー プ を利 用 して西 寧方言 の 声調 を実験 音 声学 的手 法で分 析

した樋 口(2006)が 発 表 されて い る。
*3調 査 に協力 して 下 さ

った の は、 と もに西 寧市 で 生まれ 育 った趣 宗洲 氏(漢族 ・1946年 生 まれ ・

男性)と魯 峻 氏(漢族 ・1945年 生 まれ ・男性)で ある。 本稿 で用 い る西寧 方言 のデ ー タ も、 このお二

方 か ら得 られ た ものを用 い てい る。
*4 一部 の例 外 は あるが

、西寧 方言 と漢 語 の標準 変種 「普 通話 」 の声調 は以 下 の よ うな対応 関係

にあ る(ただ し旧入 声字に関 しては この限 りではない)。

西寧 方言

44a調

24a調

44b調

24b調

普通 話

55調(第 一声)

35調(第 二声)

214調(第 三声)

51調(第 四声)

なお、西寧方言の声調素(toneme)については現段階では分析が十分に進んでおらず、その確定

は今後の課題である。
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表1)*5

第2音 節

第1音 節
44a調 24a調 44b調 24b調

44a調
44調 一44調

24調 一44調

44調 一44調

24調 一24調

44調 一44調

21調 一44調

44調 一44調

21調 一24調

24a調
24調 一44調

21調 一44調

24調 一24調

21調 一44調

21調 一44調

21調 一24調
21調 一24調

44b調
44調 一44調

44調 一21調

44調 一24調

44調 一21調

44調 一21調

21調 一44調

44調 一24調

44調 一21調

24b調
24調 一44調

21調 一44調

24調 一24調

21調 一44調
21調 一44調

24調 一24調

21調 一44調

表1か らわかるように、西寧方言で2音 節語を形成 した場合、可能な声調の組み

合わせ方16通 りの うち、14通 りにおいて複数の音形が出現 し得る。

川澄(2006)、あるいはその他の先行研究で解明できていないのは、複数の出力が

有 り得る組み合わせにおいて、ある語がどちらの音形で発音 されるかを決めている

要因は何か、という点である*6。本稿では、「声調の中和」という概念を導入すると

この未解決の問題点に対 し簡潔な説明が与えられることを示す。

1声 調の中和現象

西寧方言の議論に入る前に、まず第1節 で、次節以降の分析で重要 となる、声調

の中和現象について説明を加えておきたい。

漢語の標準変種である普通話では、55調 、35調 、214調 、51調 とい う4種 類の

声調が用いられる。 これ ら4声 調を組み合わせて2音 節語を形成 した場合、出現 し

得る音形は、表2に 掲げる19種 類である。

*5表1に 挙 げた以外 に
、第1音 節44a調 、第2音 節24a調 の場合 に は44調 一24調 とい う音 形 も

現 れ た。 また24a調 同士 、24b調 同士 を組 み合 わせ た場合 には21調 一24調 とい う音形 も現 れ た。

さらに第1音 節44b調 、第2音 節24b調 の場合 に も21調 一24調 とい う音 形 は現れ た。 しか し本

注 で言及 したパ ター ンは、表1に 挙 が るもの に比べ る と用例数 が 極端 に少 ない。そ の ため本稿 で

は これ らは例外 と考 え、 考察 の対 象外 と してお く。

ま た第2音 節 に現れ てい る21調 は 、川澄(2006)で"N"と 記 して いた部 分 を修 正 した もので あ

る。川 澄(2006)で は 、44調 の後 に現れ る21調 の聴 覚 的 印象 が普通 話 の 「軽声 」(次頁参 照)と類似

して いたた め 、安易 に 両者 を同一視 して"N(-neu廿al)"と 記 した。 しか しそ の後 の分 析 で、西 寧

方 言 の第2音 節 で は声調 の 中和 が よ り広範 囲 に渡 って起 き てい る こ とが明 らか とな った(本稿第2

節参照)。 そ のた め第2音 節 に現れ る21調 のみ を"N"と 記 して いた のは誤 りであ り、改 め る。
*6川 澄(2006)で は

、 出現 音形 を決 める明確 な条 件 を見 出す のが難 しい とい う理 由か ら、 「どの音

形 で 出現す るかは、語 ご とに決 まって い る と考 えて お くほか ない 」Φ.112)と結 論付 けた。 その他

の先行研 究 が提案 す る様 々 な 「条件 」は、大 変 に煩 雑 で あ るので 引用 は割 愛す る(先行研究 の見解

につ いては川 澄2006のpp.94-97に ま とめたので、そ ち らを参 照 されたい)。
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表2)

組み合わせ方
出現する音形

AB

第1音 節が55調

55調+55調 55-55

55-2
55調+35調 55-35

55調+214調 55-214

55調+51調 55-51

第1音 節が35調

35調+55調 35-55

35-3
35調+35調 35-35

35調+214調 35-214

35調+51調 35-51

第1音 節が214調

214調+55調 21-55

21-4214調+35調 21-35

214調+214調 35-214 (35-3)

214調+51調 21-51

第1音 節が51調

51調+55調 51-55

51-1
51調+35調 51-35

51調+214調 51-214

51調+51調 51-51

Bに 挙がる4つ の音形 はいずれ も、中国語学 で 「軽声」(lighttone/neu杜altone)と呼 ば

れ る声調 が第2音 節 に現れているものである。軽声 は、強勢 をもたない音節 に現れ

る、弱 く短 い声調 である。軽声 が現れる場合、普通話で本来対立する4声 調は中和

す る。 どのよ うな語 に軽声が現れ るかは、包括的に説明するこ とができず、個別 に

覚 えてい くしかない。

曹(1998)は 、普通話以外 にも、い くつ かの北方方言で類似 の声調 中和現象 が確認

できると指摘す る。ここでは曹(1998)の 主要な考察対象である新彊 ウイ グル 自治 区、

巴里坤方言(西北官話)の事例 を引用す る*7。巴里坤方言では44調 、52調 、21調 、24

調 の4声 調 が用い られ る。それぞれ を組み合わせ て2音 節語 を形成 した場合、出現

し得 る音形 は次頁表3の 通 りである。

*7曹(1998)では普通話と巴里坤方言の他
、類似の現象が済南、洛陽、蘭州そして西寧の漢語方言

でも確認できると指摘している。但し曹(1998)の西寧方言に関する記述は部分的で、西寧方言が

有する4種 の声調のうちの1種(一 本稿の24b調)に 言及しているのみである。また西寧方言のデ
ータは張(1980)を利用している。注2で 述べたとおり、張(1980)の声調に関する記述には筆者の

調査結果と異なる部分が少なからず存在する。
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表3)*8

組み合わせ方
出現する音形

AB

第1音 節が44調

44十44 44-44

44-52
44十52

44十21

44十24 44-21

第1音 節が52調

52十44 52-44

44-21
52十52 52-52

52十21 52-52

52十24 52-21

第1音 節が21調

21十44 52-44

21十52

21十21 52-52
21-52

21十24 52-21

第1音 節が24調

24十44 21-44

21-24
24十52 21-52

24十21 21-52

24十24 44-21

普通話の軽声 とは異 な り、巴里坤方言 では第2音 節が弱 く短 く発音 され ることは

ない とい う。 しか し普通話につ いての表2と 同様 に、表3のBに 挙がる音形ではい

ずれ も、第2音 節 で4種 の声調 が対立を失 っている*9。

曹(1998)に よれば、巴里坤方言で どのよ うな場合に声調 中和現象が起 こるかは、

普通話の軽声の場合 と同様に、語彙的に決 まっている とい う。その一方で、普通話

やい くつかの北方方言では、以下 に挙げた形態論 的な条件 に当てはまる2音 節語 に

おいて、声調 中和の起 こ りやすい強い傾 向があ ると指摘する*lo。

[1]第2音 節 が接尾辞や方位詞 な どの拘束形態素*llである語

[2]重 複構造(reduplication)の名詞

以上の内容 を踏 まえた うえで、次節では西寧方言 の分析 を行 う。

*8表3は
、曹(1998)、p,50の 表6を 、本稿 の先 掲表2に 対応 す る よ うに書 き改 めた もので あ る。

*9出 現 音形 が1種 類 の み の組 み合 わせ の場 合 は
、中和 が起 きた か ど うか は判 断で きな い とい う。

*10同 様
の条 件 は、江 蘇省 の連 雲港 方言(江潅官話)を扱 った岩 田(1984)に も挙 が る(p.39)。 なお 曹

(1998)は[1][2]以 外 の条 件 もい くつ か挙 げて い るが、本稿 で の議論 と関わ らないの で省 略す る。
*ll曹(1998)は そ の例 と して"

一子""一訣""一巴""一上""一下""一辺""一面"な どを挙 げ てい る。
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2西 寧方言の声調中和現象

第2音 節における声調中和とい う観点を西寧方言の分析に取 り入れてみると、先

掲の表1は 以下のように書き改めることができる。Bに 挙げたものが、第2音 節で

中和が起きていると考えられる音形である*12。

表4)

組み合わせ方
出現する音形

AB

第1音 節 が44a調

44a調+44a調 24-44

44-44
44a調+24a調 24-24

44a調+44b調 21-44

44a調+24b調 21-24

第1音 節 が24a調

24a調+44a調 24-44
21-44

24a調+24a調 24-24

24a調+44b調 21-44

24a調+24b調
21-24

第1音 節が44b調

44b調+44a調 44-44

44-21
44b調+24a調 44-24

44b調+44b調 21-44

44b調+24b調 44-24

第1音 節が24b調

24b調+44a調 24-44

21-44
24b調+24a調 24-24

24b調+44b調

24b調+24b調 24-24

上表の音形Aに は、両音節 とも変調しないものと第1音 節が変調するものが含ま

れるが、第2音 節で変調が起きないとい う共通点がある。Bに 挙がる音形では、第

2音 節で声調が中和していると考えられる。第1音 節が24a調 の場合は、その他の

場合に比べると不完全ではあるが、第2音 節において44a調 と24a調 、44b調 と24b

調それぞれの対立が失われているので、やはり中和が起きていると考えることがで

きる。音形Bの 第2音 節において声調中和が発生しているという考えを裏付けるよ

うに、前節末に挙げた、中和が起こりやすい条件[1][2]に合 う2音 節語は、大多数が

*12巴 里坤 方 言 同様(注9参 照)
、西寧 方 言 で も出現音形 が1種 類 しかな い組 み合 わせ(24a調+24b調 、

24b調+44b調)の 場 合 は、 中和 が起 きた か ど うか を判 別 す る こ とは でき ない。
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Bの 音形で発音 される*13。以下の表5に 用例 の一部を示す*14。条件[1][2]に合 う語 に

は下線 を付 して ある。

表5)

用例
組み合わせ方

A B

吹 灯[t§WWI24t5網](灯 を吹 き消す) 粧 子[t§WW6餌 圃 角(く い)

44a調+44a調 末 西[tWw524蕗 鱈](東西) 星 星[一44四44句1卿](星)

牧 秋[§UI24tのUI唱](秋 の収 穫) 秋 牧[tのUI44§UI唱](秋 の収穫)

脱 鮭[thWu24xε24](靴 を 脱 ぐ) 木 訣[mY鱈th田 網](木)

44a調+24a調 猪 食[tδY24ポ4](豚 の飼 料) 硫 訣[t§WW5唱thUI唱](煉 瓦)

香 油[⑪24j田24](ご ま油) 香 腸 囹644t§h6唱](ソ ーセ ー ジ)

喝 酒[xWu21t句UI鱈](酒 を飲 む) 箱子[句644t納(箱)

44a調+44b調 山珂s証1疎 唱](山頂) 稟 巣[t§WU瑠t5WU網](机)

竹 箏[t§デlsWw5侶](た けの こ) 春 箏[t§hWw5%Ww5唱](春 た けの こ)

切 面[tghi21㎡j量24](麺 を切 る) 麺[tWW5鱈 ㎡j評](東側)

44a調+24b調 端 菜[tWw521tshε24](料 理 を運 ぶ) 街上[kε㌔644](街 頭)

猪 圏[tドtg乖24](豚 小屋) 香 菜 囹644tshε44](シ ヤ ンツ アイ)

旗 ヰ弓[tY24f岬](読 書す る) 前迦[tg雅21ゴj評](前)

24a調+44a調 牛 牟[r♂」㎡4t§hε44](牛車) 南迦n♂ 咋44](南)

銭 ・包[tβ筆24po咽](財 布) 皮 ・包[p均お21po唱](革 カバ ン)

拍 訣[thε24thUI24](頭 を も た げ る) 鋤 訣[t§hY21thUI∠ 糾](す き)

24a調+24a調 年 訣[hlj信24th田24](年初) 鮭 鮭[Xε21Xε 鱈](く つ)

床 洛[t§hWW524j言24](ベ ツ ドの縁) 学 堂[gWqu21th644](学 校)

*13 一方 「動 目構 造」 の語(verb-otjectcompound)は 、第2音 節 の要素 の方 が意 味的 に重 要で あ る

(Dua㎜u2000、pp.130-132参 照)ため、第2音 節 で 中和 の起 こ りに くい こ とが 予想 され る。 この予

測 を裏 付 け るよ うに、動 目構 造 の語 は 、ご く少数 の例 外 を除 き、音 形Aで 発 音 され る(岩田1984:39

によれ ば、江蘇省 の連雲港方 言で も、動 目構造 の語の場合、第2音 節 の中和は起 こ りにくい とい う)。

なおDua㎜u(2000:132,141)で は、 普通 話 の動 目構 造 の語 に関 して 、意 味的 に重要 な第2音 節 の

方 にstressが 付 与 され る と述 べ てい る。 この指摘 は西 寧方 言 に も当て はま る可能性 があ り、本 稿

が扱 う声調 中和 現象 につ い て もstressと 関連付 けた分析 を行 う必 要 があ る と考 えてい る。ただ し

現 時点 で は考察 の進 展 が不十 分で あ るた め、今後 重 点的 に取 り組 む課題 と して お きたい。
*14出 現 音形 が1

つ しか ない組 み合 わせ につ い ては表 中 では な く本 注で簡 単 に言及 してお く。24a

調+24b調 の場 合 、出力 は21調 一24調 の1通 りのみ で、西寧 方言 の 内部情 況 か ら考 え て音形Aに

な る と予想 され る動 目構 造 の"熱 夜[no21i24](徹夜す る)"も 、先掲 条件[1]に 合 致 し音形Bで の出

現 が予 測 され る"南 面[n♂ ㎡1章24](南側)"も 同一調値 にな る。24b調+44b調 の場合 、 出力 は21

調 一44調の1通 りで あ り、音形Aで の 出現 が予想 され る動 目構 造 の"倒 酒[to21tglul44](酒を注 ぐ)"

も、先 掲条 件[1]に合 致 し音形Bに な る と考 え られ る"柿 子[訊21t訊44](柿)"も 同 じ調値 で現 れ る。
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24a調+44b調

淘 米[tho21㎡ き44](米を洗 う)

鼻 孔[蕗21khWw544](鼻 の穴)

蓬 子[1・」量21t副](蓮 の実)

鼻 子[蕗2't前24](鼻)

盤 子[ph証lt訊24](大 皿)

房 子 匝21t訊24](部 屋)

44b調+44a調

点 灯[fj量44t5唱](点 灯す る)

水 鴨[fl唱jA瑠](鴨)

手 心[44四44§UI伺1](たな ご ころ)

左 迦tsWU㌔ 」量21](左)

星 巴[ザPA2'](尾)

小 心[olo糾 頭21](気 をつ け る)

44b調+24a調

洗 訣[∫き44th㎡4](頭 を洗 う)

水 壷[fl唱xp24](や か ん)

整 年[tδ5餌r♂j信24](一年 中)

枕 訣[t謎th㎡'](枕)

碍 訣[mA44th㎡1](埠 頭)

毎 年[㎡144rPj量21](毎 年)

44b調+44b調

洗 股[∫32'雌 咽](顔を洗 う)

雨 水[客w2'f・44](雨水)

老 虎[1・2'xp鱈](虎)

椅 子 げt飢2'](い す)

鎖 鎖[sWU44sWU21](錠 前)

耳 朶[ε姻tWU2'](耳)

44b調+24b調

妙 菜[tsh譜tshε24](野 菜 を妙 める)

撰 坂[p評fa24](料 理 を並 べ る)

果 棚kWu44W24](果 樹)

里 面[轡 雌2'](内 側)

底 下 圖 的 硫21](下)

午 坂[v44f521](昼 ご飯)

24b調+44a調

背 招[ゴ124fゾ唱](暗記す る)

桝 根[fデ4k544](木 の根)

大 葱[tA24tshWw5鱈](ね ぎ)

下 巴[XA21PA唱](あ ご)

右 動 ㎡1塵 唱](右)

大 麦[tA21㎡1咽](大 麦)

24b調+24a調

下 棋[gjA24t∫hき24](将棋 を さす)

屯 壷[♂」章24xp24](魔 法瓶)*'5

地 圏[t飢24thデ4](地 図)

芋 訣[客w21thUI44](い も)

夕卜訣[Wε21thUI鱈](外)

布 鮭[Pデ'xε44](布 靴)

24b調+24b調

下 面[gjA24㎡ 」量24](麺を入 れ る)

布 店[PY24♂ 」亘24](反物屋)

大 雁[tA24j量24](大 雁)

麺[Wε2'㎡j量44](外)

被 被[蕗21爵44](掛 け布 団)

大 豆[tA21伽 個](大豆)

以上のデー タよ り、西寧方言 にも声調 の中和現象が あ り、それが起 きた場合 は表

4のBに 挙がる各音形 が出現す ると考えるこ とができる。なお、 ある語 がA、Bど

ち らの音形 で現れ るかは、先述 の とお り一部に形態論的観点 か ら予測 できる語 もあ

るが、大部分の ものは一つ一つ記憶 してお く必要がある*16。

*15調 査 協力 者 に よれ ば
、西寧 方言 で 「魔 法瓶 」の こ とを"屯 壷"と 呼ぶ のは 、魔 法瓶 が 出回 り

始 め た当時 、人 々が保 温 に電 気 を利 用 して い る と勘違 い した た めだ とい う。
*16表5で は

、第1音 節 あ るい は第2音 節 が同一 形態 素で あ って も出現音 形 が異 な ってい る事例

がい くつか確 認 で き る(e.g.44a調+24a調 におけ る"査 油"と"査 腸"、44a調+44b調 にお ける"竹

筆"と"春 筆"etc.)。 この こ とか らも、出現音 形 が どち らにな るか は語彙 的 に定 まっ てい る こ と

が窺 われ る。
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3西 寧方言2音 節語の声調音形決定方法

前節では、普通話や巴里坤方言にみられる声調中和現象が西寧方言にも存在する

ことを示した。この事実に基づ くと、出力 として複数の声調音形が有 り得る組み合

わせにおいて、実際に出現する音形がどのような要因で決まるか とい う問題に対 し、

「声調の中和が起こらない語は音形Aで 現れ、中和の起こる語は音形Bで 現れる」

とい う、非常に簡潔な説明ができるようになる。声調中和が起こるか否かは、一部

に形態論的観点から予測できる場合もあるが、大部分のものは語彙的に決まってい

る。そのため、川澄(2006)を始めとする先行研究が見出そ うとしてきた、出現音形

を包括的に予測する条件は、存在 しないと言える。

以下、西寧方言で2音 節語の声調音形がどのように実現するか、現段階での筆者

の考えを示 しておきたい。

【1】 第1音 節、第2音 節それぞれ の要素が、44a調 、24a調 、44b調 、24b調 の う

ちのいずれで発音す るものかを判断す る。

↓

【2】 その2音 節語が、A、Bど ちらのパ ターンに属す るものか(一声調中和を起こす

語か起こさない語か)を判断す る*17。

直"

【3】Aに 属す る(一声調中和の起きない)語

必要 に応 じて以下の諸規則 が適用 され 、

出現音形 が派生 され る*18。

・規則1:声 調 →21/44b

・規則2:声 調a→21/24b

・規則3:44a→24/声 調a

Bに 属す る(一声調中和の起きる)語

第1音 節 と第2音 節に現れる声調

の組み合わせ方に基づいて、表4

のBに 挙がる音形を当てはめる。

*17語 に よ
って は、AとBど ち らの音 形 で発 音 す るべ きか調査 協力 者 が判 断 に迷 うもの も あった。

普 通話 に は、第2音 節 を軽 声 と本来 の声 調 の どち らで発音 して もよい(一第2音 節 で中和 が起き る

こ ともあれ ば起 きない こともある)とい う揺 れ をみせ る語 が あ るが、 同様 の揺れ を もつ語 が西寧 方

言 に もあ る と筆者 は考 えて い る。
*18規 則1に よ り

、第2音 節 が44b調 の場合 、第1音 節 が常 に21調 に変 調す る。 規則2に よ り、

44a調+24b調 と24a調+24b調 とい う2種 の組 み合 わせ にお いて 、第1音 節 が21調 に変 化す る。

また44a調+44a調 、44a調+24a調 の組み 合 わせ にお いて 、第1音 節 が24調 に なる こ とを説 明

す るため に、規 則3を 設 ける。以 上 で言及 してい ない組 み合 わせ の場合 は、両 音節 とも、単 音節

の際 に出現 す る音形 がそ の まま現 れ る。
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4結

従来の西寧方言研究では、ある2音 節語の声調がどのような音形で発音されるか

を決めている要因は何かとい う点に対して、様々な見解が提出されてはきたものの、

解明には至っていなかった。それに対し本稿では 「声調の中和」とい う概念を取 り

入れ、中和発生の有無が出現音形を分ける要因であることを明らかにした。

今後は、より大きい単位 を形成 した際に出現する声調の分析も進め、西寧方言の

声調システムを全面的に把握することを目指 したい。
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汉语西宁方言在双音节词里发生的声调中和现象

川澄　哲也

摘要

　　本文在川澄（２００６）的基础上， 对汉语西宁方言的双音节词声调作了进一步的考察。

川澄（２００６）描写了西宁方言的声调系统和两字组连读变调的情沉， 论点如下： 西宁方

言的单字调只有两个， 即 ４４ 调和 ２４ 调 ， 但根据连读变调的情况（参见表 ｌ）， ４４ 调和 ２４

调都应该分为 ａ、ｂ 两类。因此， 西宁方言共有四个调类。表 １ 列举的是西宁万言两字

组的连读变调规律。

表 １）

　 　　 　第二音节

第一音节
４ ４ ａ 调 ２ ４ ａ 调 ４ ４ ｂ 调 ２ ４ ｂ 调

４ ４ ａ 调
４ ４ 调 ４ ４ 调

２ ４ 调 －４ ４ 调

４ ４ 调 －４ ４ 调

２ ４ 调 －２ ４ 调

４ ４ 调 －４ ４ 调

２ １ 调 －４ ４ 调

４ ４ 调 －４ ４ 调

２ １ 调 －２ ４ 调

２ ４ ａ 调
２ １ 调 －４ ４ 调

２ ４ 调 －４ ４ 调

２ １ 调 －４ ４ 调

２ ４ 调 －２ ４ 调

２ １ 调 －２ ４ 调

２ １ 调 －４ ４ 调
２ １ 调 －２ ４ 调

４ ４ｂ 调
４ ４ 调 －２ １ 调

４ ４ 调 －４ ４ 调

４ ４ 调 －２ １ 调

４ ４ 调 －２ ４ 调

４ ４ 调 －２ １ 调

２ １ 调 －４ ４ 调

４ ４ 调 －２ １ 调

４ ４ 调 －２ ４ 调

２ ４ｂ 调
２ １ 调 ４ ４ 调

２ ４ 调 －４ ４ 调

２ １ 调 －４ ４ 调

２ ４ 调 －２ ４ 调
２ １ 调 －４ ４ 调

２ １ 调 －４ ４ 调

２ ４ 调 －２ ４ 调

（４ ４ａ调 、２４ａ 调、咎ｂ 调 、２４ｂ 调大致分别相当于阴平、阳平、上声、去声。一些特殊变调不列在表内。）

　　由上表可见， 西宁方言 １６ 种声调组合中有 １４ 种出现两个不同的调式。需要查明

的问题是， 一个双音节词该读哪个调式是由什么因素来确定的。但对于这一点， 包括

川澄（２００６）在内的以往研宄未能做出充分的解释。

　　本文采用 “声调中和”的概念， 就这一问题进行了考察。通过研宄我们得到了一

个十分简洁的结论， 即发生中和的词读表 １ 中各栏的上行所举的调式， 而不发生中和

的词则读另一个调式。
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